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おかげさまで

H6 年から表紙に登場
していたりりーくん

議員が 20 人いたころ

150号！！特集 ～創刊から 48年でこんなこと
が変わりました～～創～創刊から 48年でこんなななこと
がが変わりりました～～創刊から 48年でこんなこと
が変わりました～

町民の皆さまと議会をつなぐ議会だよりは
創刊48年を迎え今号で150号となりました。
今後もより一層、議会を皆さまに伝え、
皆さまの声にお応えできる議会広報誌を
発信して参ります。

H28 年133 号から
リリリーちゃんに

バトンタッチ

 議員定数

48年前 → 20 人
Ｈ8年～ → 18 人
Ｈ16年～ → 14 人
現   在 → 12 人

 （Ｈ24年～）

Ｈ31年
新庁舎完成に伴い
新議事堂に移転

子ども議会は
Ｈ10年に

始まりました♪

議長は現在の
永野議長で
13 代目 !!

Ｈ８年に初の
女性議員誕生！！
山口明日香議員は

歴代３人目の女性議員

となりました。

新マスコットキャラク
ター誕生により、H28
年～議会だよりの表紙
にリリリーちゃんが登
場しました

48年前→A5サイズ・白黒
さまざまなサイズを経て、
Ｈ5 年→表紙がカラーに
Ｈ30 年～
→A4 サイズ・フルカラー

議会だより

H6 年から表紙に登場H6 年から表紙に登場H6 年から表紙に登場
していたりりーくんしていたりりーくんしていたりりーくん

旧議事堂で議会の様子

新議事堂

議会だより

特集  おかげさま
で150号

........2Ｐ

こんなことが決まりました.................
...4Ｐ

6 名の議員が町政を問う.................
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和泊町の未来を創るプロジェクト...... 11Ｐ

絆のバトン .................
.................

..........12Ｐ
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おかげ
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コードをス

マートフォ
ン

などで読み
取ると、町

議会のホー
ム

ページにリ
ンクします

。

令和 3年 2月 25日 発行／第150号 おかげさまで 150 号 （2）
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令和 3年 2月 25日 発行／第150号（3） おかげさまで 150 号



令和 3年 2月 25日 発行／第150号 こんなことが決まりました （4）

■令和２年  第 4回  臨時会 （11月 30日）

議
案
等
番
号

件名 議員名（議席番号順）
議
事
結
果

【表の見方】
報：報告　承：承認　議：議案　陳：陳情　発：発議　　
◎：全会一致　◇：賛成　◆：反対　ー：表決権なし

山
口
明
日
香

島
田
　
浩
樹

森
　
　
富
隆

川
畑
　
宏
一

池
田
　
正
一

喜
井
　
和
夫

児
玉
　
実
隆

東
　
　
弘
明

中
田
　
隆
洋

山
下
　
幸
秀

桂
　
　
弘
一

永
野
　
利
則

議 78 和泊町職員の給与に関する条例及び和泊町一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部を改正する条例の制定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 欠 ー 原案可決

議 79 町長等の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 欠 ー 原案可決

議 80 和泊町会計年度任用職員の給与、旅費及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 欠 ー 原案可決

発 3 和泊町議会議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 欠 ー 可 決

※永野利則議員は議長職のため、特別多数議決以外の議案については表決（賛成・反対の意思表示）権はありません。
※桂弘一議員は忌引きのため欠席

■令和２年  第 4回  定例会 （12月 15日～ 18日）

報 7 専決処分の報告 (県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の減及び規約変更 ) ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

議 81 和泊町消防団拠点施設の設置及び管理に関する条例の制定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 82 和泊町報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 83 和泊町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 84 和泊町介護保険条例等の一部を改正する条例の制定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 85 和泊町敬老年金支給条例の一部を改正する条例の制定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 86 和泊町教育委員会委員の任命　　　　　詳しくはP12へ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 同 意

議 87 工事請負変更契約の締結（町営住宅玉城団地改修工事） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可 決

議 88 町道路線の変更 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可 決

議 89 令和２年度和泊町一般会計補正予算（第７号）の議決 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 90 令和２年度和泊町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）の議決 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 91 令和２年度和泊町介護保険特別会計補正予算（第２号）の議決 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 92 令和２年度和泊町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）の議決 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 93 令和２年度和泊町下水道事業特別会計補正予算（第１号）の議決 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 94 令和２年度和泊町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）の議決 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 95 令和２年度和泊町水道事業会計補正予算（第１号）の議決 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議員派遣 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可 決

議会運営委員会の閉会中の継続調査申出書 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可 決

各常任委員会の閉会中の継続調査申出書 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可 決

※永野利則議員は議長職のため、特別多数議決以外の議案については表決（賛成・反対の意思表示）権はありません。

  こんなことが決まりました  こんなことが決まりました



令和 3年 2月 25日 発行／第150号（5） 一般質問

公
共
施
設
の
利
用
多
様
化
に
係

る
整
備
に
つ
い
て

問
笠
石
海
浜
公
園
の
広
い
敷

地
で
よ
り
多
く
の
町
民
が

参
加
で
き
る
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
開

催
に
向
け
、
池
の
跡
地
や
築つ

き
や
ま山

を
フ
ラ
ッ
ト
に
再
整
備
し
、
全
面

を
芝
生
広
場
に
す
る
考
え
は
な

い
か
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
近
く

に
ト
イ
レ
の
増
設
や
駐
車
場
の

拡
張
整
備
は
で
き
な
い
か
。

答
笠
石
海
浜
公
園
は
、
昭
和

60
年
か
ら
平
成
５
年
に
か

け
て
起
債
等
を
財
源
と
し
て
、

観
光
施
設
整
備
事
業
の
一
環
と
し

て
整
備
さ
れ
、
平
成
20
年
に
都

市
公
園
に
指
定
し
た
。
現
在
、

池
の
跡
地
は
プ
ラ
ン
タ
ー
や
鉢
な

ど
の
置
き
場
と
し
て
利
用
し
て
い

る
が
、
景
観
と
い
う
観
点
で
は

今
後
取
り
壊
し
を
含
め
検
討
が

必
要
と
認
識
し
て
い
る
。
築
山

に
つ
い
て
は
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
等
の
際
に
傾
斜
を
利
用
す
る

こ
と
で
参
加
者
が
見
や
す
い
観

覧
場
所
と
な
っ
て
お
り
、
島
内
最

大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
ジ
ョ
ギ
ン

グ
大
会
も
滞

と
ど
こ
おり
な
く
行
え
て
い
る

の
で
、
現
状
の
ま
ま
有
効
に
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
全
て
洋

式
に
改
修
し
た
男
女
ト
イ
レ
及
び

多
目
的
ト
イ
レ
が
あ
り
、
相
撲
場

横
や
ゆ
り
の
塔
に
も
ト
イ
レ
が
あ

る
。
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
等
、
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
の
際
は
簡
易
ト
イ
レ

の
設
置
で
対
応
で
き
て
お
り
、
今

後
さ
ら
に
ト
イ
レ
を
整
備
す
る
計

画
は
な
い
。

駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
園
内
に

拡
張
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
無
く
、

相
撲
場
横
の
広
場
や
、
イ
ベ
ン
ト

等
の
際
は
周
辺
畑
地
を
借
り
上

げ
て
対
応
で
き
て
い
る
の
で
、
現

在
の
と
こ
ろ
拡
張
計
画
は
な
い
。

笠
石
海
浜
公
園
に
つ
い
て
も
他

の
公
園
施
設
同
様
、
老
朽
化
が

著
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、

都
市
公
園
長
寿
命
化
計
画
の
策

定
等
に
よ
り
既
存
の
施
設
の
改

修
等
、
維
持
管
理
を
含
め
、
総

合
的
に
都
市
公
園
の
あ
り
方
を

考
え
て
い
く
。

交

流

人

口

増

加

対

策

‼ 

令和2年（12月）第4回議会定例会

ココが聞きたい   一 般 質 問

 町政を問う！！
一般質問とは？？

森
もり

富
とみ

隆
たか

 議員

議員が町の行財政全般に
ついて、事務・予算等の執

行状況や、今
後 の 考 え・
方針を聞き、
疑問点を質

ただ

すこと。

▲いろんなイベントに利用したい公園ですね



令和 3年 2月 25日 発行／第150号 一般質問 （6）

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問
保
育
園
等
の
新
規
入
所
申

込
時
に
就
労
証
明
が
必
要

だ
が
、
入
所
が
確
定
し
て
い
な

い
時
点
で
の
証
明
書
取
得
が
困

難
な
場
合
、
ど
の
よ
う
な
対
処

を
し
て
い
る
か
。

答
年
度
途
中
の
申
請
で
、
保

育
園
等
に
空
き
が
な
い
場

合
は
、
申
請
書
だ
け
を
受
理
し

た
上
で
、
入
園
ま
で
待
機
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
保
育
園
が
、
受

け
入
れ
可
能
な
状
態
に
な
っ
た
際

に
就
労
証
明
書
等
の
提
出
を
お

願
い
し
て
い
る
。
ま
た
、
申
請

書
を
窓
口
に
受
け
取
り
に
来
た

際
に
も
各
園
の
状
況
を
説
明
し
、

保
護
者
等
の
御
理
解
が
い
た
だ

け
る
よ
う
努
め
る
。

問
わ
ど
ま
り
保
育
園
の
駐
車

場
は
舗
装
さ
れ
て
お
ら
ず

雨
天
時
に
は
水
た
ま
り
等
が
あ

り
、
送
迎
に
支
障
を
き
た
し
て

い
る
現
状
だ
が
、
整
備
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
わ
ど
ま
り
保
育
園
か
ら
駐

車
場
の
整
備
に
関
し
て
の

要
望
等
は
な
く
、
職
員
や
保
護

者
等
の
協
力
を
得
て
、
砂
利
な

ど
を
入
れ
、
整
地
し
て
い
る
。

現
在
、
わ
ど
ま
り
保
育
園
及
び

和
泊
幼
稚
園
は
、
老
朽
化
が
進

行
し
て
お
り
、
建
て
替
え
、
合

併
や
移
転
等
も
含
め
て
協
議
を

し
て
い
る
た
め
、
駐
車
場
の
整

備
は
計
画
し
て
い
な
い
。

問
親
子
の
ふ
れ
あ
い
広
場
と

し
て
、
遊
具
等
が
充
実
し

て
い
る
公
園
は
、
な
く
て
は
な

ら
な
い
場
所
だ
が
、
笠
石
海
浜

公
園
と
あ
し
き
ぶ
公
園
の
遊
具

等
の
充
実
を
図
り
、
親
子
連
れ

が
集
え
る
公
園
の
整
備
は
で
き

な
い
か
。

答
笠
石
海
浜
公
園
の
遊
具
は
、

点
検
業
務
を
行
な
い
、
安

全
性
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
笠
石
海
浜
公
園
・
い
し

ご
公
園
・
ヤ
ー
シ
チ
公
園
の
遊
具

の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、

都
市
公
園
長
寿
命
化
計
画
の
策
定

調
査
を
来
年
度
か
ら
行
う
予
定
。

あ
し
き
ぶ
公
園
は
、
４
つ
の
遊

具
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も

達
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、

老
朽
化
し
て
い
る
遊
具
の
補
強
・

補
修
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
、

子
ど
も
達
が
楽
し
く
安
全
で
、
運

動
能
力
・
身
体
能
力
を
高
め
て
い

け
る
よ
う
維
持
管
理
し
な
が
ら
、

施
設
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
取

り
組
む
。

昨
今
、
遊
具
等
の
老
朽
化
が

原
因
の
事
故
等
が
度
々
報
告
さ

れ
て
い
る
の
で
、
み
ん
な
に
愛
さ

れ
る
公
園
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
安
心・

安
全
性
を
保
ち
、
町
民
が
、
楽

し
く
自
然
を
感
じ
ら
れ
、
親
し

み
や
す
く
、
各
公
園
の
特
色
を

生
か
す
こ
と
の
で
き
る
整
備
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
を

山
やまぐち

口明
あ す か

日香 議員

▲安全かつスムーズな送迎を

▲子育て世代が集う公園へ

▲喜ぶ顔がみたいから



令和 3年 2月 25日 発行／第150号（7） 一般質問

干
ば
つ
対
策
に
つ
い
て

問
今
年
の
梅
雨
明
け
以
降
、

干
ば
つ
が
続
い
た
が
ど
の

よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
き
た
か
。

答
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
は
、
夏

の
干
ば
つ
を
乗
り
越
え
る
こ

と
が
収
穫
量
に
大
き
く
影
響
す

る
。
毎
年
梅
雨
明
け
と
同
時
に
、

サ
ト
ウ
キ
ビ
増
産
推
進
対
策
本

部
を
設
置
し
、
広
報
車
や
有
線

テ
レ
ビ
の
文
字
放
送
等
を
活
用

し
て
、
か
ん
水
啓
発
を
行
っ
て
い

る
。今

年
度
は
、
比
較
的
降
雨
に

恵
ま
れ
た
が
、
糖
業
振
興
会
の

ト
ラ
ッ
ク
タ
ン
カ
ー
に
お
い
て

は
、
７
月
か
ら
11
月
ま
で
の
実

績
で
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
へ
の
か
ん
水

６
２
４
回
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
以
外
へ

の
か
ん
水
を
１
１
４
回
行
っ
て
い

る
。ま

た
、
今
年
度
ト
ラ
ッ
ク
タ
ン

カ
ー
を
更
新
し
て
大
型
化
し
た

こ
と
に
よ
り
進
入
で
き
な
く
な
っ

た
ほ
場
に
つ
い
て
は
、
園
芸
振
興

会
の
小
型
ト
ラ
ッ
ク
タ
ン
カ
ー
を

活
用
し
て
い
る
。

今
年
は
、
バ
レ
イ
シ
ョ
植
付
時

期
に
干
ば
つ
傾
向
と
な
り
、
有
線

テ
レ
ビ
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
活
用

し
た
「
畑
か
ん
営
農
番
組
」
を

放
映
し
、
移
動
式
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
の
活
用
方
法
や
畑
か
ん
利
用

に
よ
る
増
収
効
果
、
ソ
ウ
カ
病
の

予
防
対
策
等
に
つ
い
て
農
家
へ
周

知
し
た
。

そ
の
結
果
、
畑
か
ん
を
積
極

的
に
利
用
す
る
バ
レ
イ
シ
ョ
農
家

が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

今
後
も
、
畑
か
ん
施
設
の
有

効
活
用
に
つ
い
て
情
報
発
信
を
行

い
、
農
家
の
収
益
向
上
に
繋
が

る
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
。

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

問
本
町
の
不
妊
治
療
の
現
状

と
取
り
組
み
は
。

答
本
町
の
不
妊
治
療
の
現
状

は
、
夫
婦
が
治
療
を
受
け

る
際
に
必
要
な
旅
費
助
成
を
行
っ

て
お
り
、
助
成
を
通
じ
て
把
握

し
て
い
る
。

過
去
３
年
間
の
助
成
活
用
状

況
は
、
平
成
29
年
度
１
組
、
30

年
度
２
組
、
令
和
元
年
度
３
組

の
方
が
申
請
し
て
い
る
。

こ
の
旅
費
助
成
は
、
平
成
22

年
度
か
ら
町
単
独
事
業
で
始
ま

り
、
平
成
25
年
度
に
は
県
の
補

助
金
も
始
ま
っ
た
た
め
要
綱
を

一
部
改
正
し
て
実
施
し
て
お
り
、

指
定
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け

た
方
が
対
象
と
な
る
。

助
成
内
容
は
、
沖
永
良
部
か

ら
鹿
児
島
又
は
沖
縄
ま
で
の
船

賃
又
は
航
空
運
賃
と
、
宿
泊
費

の
３
分
の
２
を
助
成
し
て
お
り
、

周
知
方
法
と
し
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
サ
ン
サ
ン
テ
レ
ビ
に
よ

る
広
報
と
窓
口
で
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
提
示
な
ど
で
啓
発
し
て
い

る
。国

に
お
い
て
は
、
少
子
化
対

策
の
重
点
施
策
と
し
て
、
不
妊

治
療
助
成
の
拡
充
が
打
ち
出
さ

れ
て
お
り
、
国
の
動
向
も
注
視
し

つ
つ
、
今
後
も
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
る
環
境
づ
く
り
に

引
き
続
き
取
り
組
む
。

東
ひがし

弘
ひろあき

明 議員

い

の

ち

つ

な

ぐ

不

妊

治

療
▲埋設型スプリンクラーで単収アップ

▲公明新聞から抜粋



令和 3年 2月 25日 発行／第150号 一般質問 （8）

財
政
に
つ
い
て

問
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取

り
組
み
は
。

答
財
政
指
標
は
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
態
に
あ
る
。

今
後
も
人
口
減
少
に
よ
り
税
収

の
伸
び
悩
み
、
高
齢
化
に
よ
る

扶
助
費
の
増
大
、
既
存
施
設
の

維
持
管
理
・
運
営
、
総
合
交
流

ア
リ
ー
ナ
建
設
等
厳
し
い
財
政

運
営
が
予
想
さ
れ
る
。
さ
ら
に

財
政
健
全
化
に
向
け
、
自
主
財

源
確
保
、
収
入
対
策
の
強
化
、

起
債
の
抑
制
、
経
常
経
費
の
削

減
、
受
益
者
負
担
等
の
見
直
し

を
行
い
健
全
化
に
努
め
て
い
く
。

問
自
主
財
源
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
は
。

答
令
和
２
年
度
の
自
主
財
源

は
、
約
14
億
円
、
自
主
財

源
比
率
は
22.
5
％
で
あ
る
。
引

き
続
き
、
町
税
等
の
収
入
確
保

と
未
収
金
対
策
、
受
益
者
負
担

の
見
直
し
、
町
の
保
有
す
る
未
利

用
財
産
の
売
却
を
行
い
、
自
主
財

源
の
確
保
に
努
め
る
。
ま
た
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
推
進
体
制
を
強
化

し
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
も
実

施
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
産
業
の

振
興
、
人
口
減
少
の
抑
制
、
交

流
人
口
の
増
加
に
取
り
組
み
、
経

済
の
活
性
化
に
よ
る
税
収
の
確
保

に
つ
な
げ
る
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
の
経
済

対
策
の
成
果
は
。

答
「
ち
ば
ら
ー
チ
ケ
ッ
ト
」「
固

定
費
支
援
緊
急
対
策
事
業
」

「
商
業
者
等
事
業
継
続
支
援
事

業
」「
商
業
者
等
感
染
予
防
資
材

購
入
事
業
」「
島
泊
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」「
島
感
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」な
ど
、

事
業
者
及
び
町
民
か
ら
大
き
な

反
響
も
あ
り
、
業
績
回
復
を
感

じ
て
い
る
事
業
者
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
町
の
独
自
施
策
に
よ
っ

て
、
経
済
の
下
支
え
を
行
う
こ
と

が
出
来
た
と
考
え
る
が
、
財
政
に

反
映
す
る
か
は
、
令
和
２
年
分
の

所
得
申
告
等
の
状
況
を
み
な
い
と

判
断
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

提
言
財
政
健
全
化
は
、
自
主

財
源
の
確
保
と
経
常
経

費
の
削
減
、
国
費
事
業
を
導
入

し
町
債
を
抑
制
、
起
債
に
応
じ
た

基
金
の
積
み
上
げ
を
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
自
主
財
源
確

保
は
、
町
民
所
得
の
向
上
を
図
り

な
が
ら
、
町
有
財
産
の
売
却
、
未

収
金
対
策
の
強
化
を
進
め
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
経
常
経
費
の
削
減

は
、
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
等
に
よ
る
業
務
の
簡

略
化
や
業
務
の
民
間
委
託
に
よ
る

人
件
費
の
抑
制
を
進
め
な
く
て
は

な
ら
な
い
。国
費
事
業
の
導
入
は
、

早
期
に
地
域
強
靭
化
計
画
を
策

定
し
、
国
費
事
業
の
申
請
を
進
め

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

地
域
振
興
に
つ
い
て

問
人
口
減
少
、
高
齢
化
に
よ

り
字
運
営
が
厳
し
く
な
る

と
予
想
さ
れ
る
が
、
将
来
的
な
地

域
運
営
組
織
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
最
終
的
に
は
字
の
合
併
等

も
検
討
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
く
が
、
一
部
共
同
で
き
る

と
こ
ろ
は
共
同
で
運
営
し
て
行

く
方
策
も
考
え
ら
れ
る
。

問
地
域
に
お
け
る
定
住
促
進
住

宅
用
地
を
推
進
す
べ
き
と
思

う
が
、住
宅
政
策
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
町
有
地
を
活
用
し
、
用
地

整
備
の
検
討
を
進
め
な
が

ら
、
民
間
活
力
に
よ
る
空
き
家

の
改
修
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

問
地
域
在
住
職
員
の
採
用
を

ど
う
考
え
る
か
。

答
居
住
地
を
限
定
し
た
採
用

は
し
て
お
ら
ず
、
和
泊
町

職
員
採
用
試
験
委
員
会
に
よ
る

推
薦
及
び
試
験
結
果
を
総
合
的

に
勘
案
し
て
決
定
し
て
い
く
。

財

政

健

全

化

の

必

須

中
な か だ

田 隆
たかひろ

洋 議員

▲町の貯金と借金



令和 3年 2月 25日 発行／第150号（9） 一般質問

第
６
次
和
泊
町
総
合
振
興
計
画

に
つ
い
て

問
よ
う
て
ぃ
あ
し
ば
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
は
。

答
庁
内
の
調
査
・
検
討
機
関

と
し
て
「
和
泊
町
総
合

交
流
ア
リ
ー
ナ
建
設
事
業
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
、
町
長

の
諮
問
機
関
と
し
て
各
種
団
体

の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
た
「
和

泊
町
総
合
交
流
ア
リ
ー
ナ
建
設

事
業
推
進
協
議
会
」
を
立
ち
上

げ
て
事
業
推
進
を
図
っ
て
お
り
、

令
和
６
年
度
の
供
用
開
始
を
予

定
し
て
い
る
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
や
交
流
、
教

育
、
防
災
、
生
涯
学
習
、
子
育

て
世
代
が
活
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

な
ど
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
町

民
が
集
い
楽
し
め
る
施
設
と
な

る
よ
う
、
多
く
の
意
見
を
得
な

が
ら
関
係
機
関
と
連
携
し
慎
重

か
つ
迅
速
に
取
り
組
む
。

※
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
P
11
参
照

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て

問
障
害
者
雇
用
促
進
の
考
え

は
。

答
障
害
者
の
雇
用
・
就
労
は
、

経
済
的
自
立
や
社
会
参
加
・

社
会
貢
献
の
基
本
と
な
る
。　

行
政
で
は
、
和
泊
町
障
害
者

活
躍
推
進
計
画
を
策
定
し
て
い

る
。
国
が
定
め
る
障
害
者
雇
用

率
を
達
成
し
て
い
る
が
、
今
後

も
継
続
し
て
募
集・採
用
に
努
め
、

配
慮
や
環
境
整
備
な
ど
に
取
り

組
み
、
更
な
る
活
躍
の
場
が
広

ま
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

民
間
に
お
い
て
も
、
適
性
と

能
力
に
応
じ
て
働
く
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

地
域
で
就
労
継
続
支
援
が
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
一
般
就
労
を
希
望
し
、

企
業
等
へ
の
雇
用
又
は
在
宅
就

労
等
が
見
込
ま
れ
る
方
に
対
し

就
労
移
行
支
援
の
給
付
と
相
談

体
制
の
充
実
に
努
め
る
。

地
域
活
性
化
に
つ
い
て

問
整
備
が
進
む
世
之
主
団
地

は
、
地
域
（
校
区
）
の
活

性
や
振
興
に
資
す
る
と
い
う
主

旨
に
よ
り
多
額
の
予
算
が
投
じ

ら
れ
た
が
、
具
体
策
は
。

答
老
朽
化
し
た
内
城
Ｂ
団
地

の
建
替
事
業
と
し
、
３
戸

増
の
８
戸
と
し
た
。

２
Ｄ
Ｋ
・
３
Ｄ
Ｋ
共
に
４
戸
ず

つ
の
計
画
で
、
家
族
世
帯
及
び
子

育
て
世
帯
が
入
居
す
る
こ
と
に
よ

り
、
人
口
増
加
に
伴
う
小
・
中
学

校
の
生
徒
数
の
増
加
や
地
域
活
動

の
活
性
化
を
見
込
ん
で
い
る
。

入
居
者
募
集
は
、
防
災
無
線

や
町
Ｈホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｐ
で
の
広
報
の
他
、
子

育
て
世
帯
等
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト

等
で
案
内
を
行
い
、
ま
た
、
子

育
て
世
帯
や
多
子
世
帯
の
抽
選

回
数
を
増
や
す
倍
率
優
遇
方
式

の
採
用
を
検
討
す
る
。

服
務
規
程
に
つ
い
て

問
会
計
年
度
任
用
職
員
の
服

務
規
程
遵
守
へ
の
取
り
組

み
は
。

答
辞
令
交
付
式
に
て
、
服
務

宣
誓
式
及
び
地
方
公
務
員

法
に
基
づ
き
、
服
務
の
根
本
基
準

で
あ
る
「
す
べ
て
の
職
員
は
全
体

の
奉
仕
者
と
し
て
公
共
の
利
益
の

た
め
に
勤
務
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
旨
を
訓
示
し
研
修
を
受
け
、

宣
誓
書
を
提
出
し
て
１
３
２
名
が

業
務
に
就
い
て
い
る
。

ま
た
、
人
事
評
価
も
、
倫
理

性
規
律
性
な
ど
に
着
眼
点
を
置

き
、
面
談
に
て
課
長
・
局
長
に
よ

る
指
導
・
助
言
等
を
行
い
、
服

務
規
程
な
ど
に
つ
い
て
も
意
識
付

け
を
行
う
予
定
。

川
かわばた

畑 宏
こういち

一 議員

活
用
度
と
効
果
の
高
い
事
業
推
進
を
！

▲みんなが集い楽しめる場所を !!



和

泊

町

の

未

来

へ

‼ 

令和 3年 2月 25日 発行／第150号 一般質問（10）

第
６
次
和
泊
町
総
合
振
興
計
画

に
つ
い
て

問
み
へ
で
ぃ
ろ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
取
り
組
み
と
地
産
地
消

の
施
策
は
。

答
荒
天
時
の
船
舶
に
よ
る
食

料
品
の
輸
送
手
段
が
断
た

れ
た
と
き
に
島
の
暮
ら
し
を
守

る
た
め
、
生
鮮
食
品
確
保
は
、

県
主
催
の
「
台
風
発
生
時
等
に

お
け
る
離
島
の
物
流
に
関
す
る

対
策
会
議
」
に
お
い
て
検
討
さ
れ

て
お
り
、
現
在
、
郡
内
各
市
町

村
の
対
応
の
取
り
ま
と
め
を
し
て

い
る
。

今
後
は
、
郡
内
の
取
り
組
み

状
況
を
把
握
し
、
船
舶
定
期
便

以
外
の
輸
送
手
段
も
検
討
が
必

要
だ
が
、
県
及
び
郡
内
市
町
村

の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
推
進

し
て
い
く
。

地
産
地
消
対
策
は
、
ま
ず
家

庭
菜
園
の
普
及
や
「
わ
ど
ま
り
一

坪
農
園
モ
デ
ル
事
業
」
等
で
既

存
の
直
売
所
が
活
性
化
し
、
地

域
の
賑
わ
い
に
つ
な
が
り
、
水

産
加
工
所
や
農
産
物
加
工
セ
ン

タ
ー
を
活
用
し
た
加
工
品
開
発

に
よ
り
長
期
保
存
が
可
能
に
な

れ
ば
災
害
時
に
も
役
立
つ
た
め
島

の
農
林
水
産
物
を
活
か
し
た
島

内
自
給
率
向
上
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。

問
む
ぅ
る
ほ
う
ら
し
ゃ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
状

況
や
、
自
転
車
購
入
促
進
緊
急

対
策
補
助
金
の
申
請
状
況
は
。

答
国
が
進
め
る
「
自
転
車

通
勤
推
進
企
業
宣
言
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
し
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
自
転
車
通
勤
の
活
動

を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
。

役
場
職
員
の
通
勤
状
況
は
「
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
全
庁
３

大
運
動
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
毎

週
水
曜
日
に
ノ
ー
カ
ー
デ
ー
を

推
進
し
て
い
る
。

自
転
車
購
入
促
進
緊
急
対
策

補
助
金
は
、
申
請
開
始
の
９
月
14

日
か
ら
11
月
末
ま
で
55
件
の
申
請

が
あ
り
、
86
台
販
売
さ
れ
た
。

※
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
P
11
参
照

次
期
町
長
選
へ
の
出
馬
は

問
来
年
7
月
で
任
期
が
満
了

す
る
が
、
次
期
町
長
選
挙

出
馬
へ
の
考
え
は
。

答
町
長
就
任
か
ら
今
日
ま
で
、

町
民
の
多
大
な
ご
理
解
・

ご
協
力
・
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

職
員
と
一
丸
に
な
っ
て
、
後
世

に
誇
れ
る
和
泊
町
建
設
の
た
め
、

「
町
民
が
輝
き
活
力
と
潤
い
と

魅
力
あ
ふ
れ
る
和
泊
町
」
の
実

現
を
目
指
し
て
、「
活
力
あ
る
産

業
の
振
興
」「
教
育
文
化
の
振
興

と
心
豊
か
な
人
づ
く
り
」「
社
会

福
祉
と
保
健
医
療
の
充
実
」「
交

通
基
盤
等
生
活
基
盤
の
整
備
」

の
主
要
施
策
を
推
進
し
、
第
５

次
総
合
振
興
計
画
の
実
現
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

さ
ら
に
10
年
後
を
目
標
と
す

る
第
６
次
和
泊
町
総
合
振
興
計

画
も
策
定
さ
れ
本
年
度
ス
タ
ー

ト
し
た
。

そ
の
中
で
、
町
長
と
し
て
の

去
就
に
つ
い
て
後
援
会
や
関
係
者

と
相
談
し
な
が
ら
熟
慮
を
重
ね
、

自
分
の
立
ち
位
置
も
考
え
て
き

た
結
果
、
今
期
を
も
っ
て
本
職
を

退
任
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
ご
支
援
に
心
か
ら

感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

後
任
に
は
、
激
し
く
変
動
す

る
時
代
を
若
さ
と
情
熱
を
も
っ

て
、
積
極
的
に
行
動
す
る
リ
ー

ダ
ー
が
望
ま
れ
る
。
こ
の
こ
と

は
町
民
が
判
断
す
る
こ
と
で
は

あ
る
が
、
願
わ
く
ば
、
本
町
の

現
状
を
理
解
し
、
多
様
化
す
る

町
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
行

政
推
進
と
厳
し
い
財
政
運
営
に

十
分
な
認
識
を
持
ち
、
自
ら
の

心
身
を
町
政
発
展
と
福
祉
向
上

に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
残
り
の
任
期
を
し
っ
か

り
と
町
政
の
推
進
に
努
め
、
町

民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
精
一
杯

努
力
し
て
い
く
の
で
、
町
民
の
皆

様
の
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

池
い け だ

田 正
しょういち

一 議員



議会ボランティア活動報告

たくさん咲かそう         　　　　　の花たくさん咲かそう         　　　　　の花えらぶゆりえらぶゆり

pickup　和泊町の未来を創るプロジェクト
第６次和泊町総合振興計画の中で掲げているプロジェクトについて、一般質
問で取り上げたものを簡単にご紹介！！

スポーツ・文化の拠点施設を建設。各種イベント・スポーツ大会や、生涯学
習施設としても利用する。子育て世代が活用できるスペースを設け、普段で
も気軽に集い楽しむ場にする。災害時の避難所としても利用。

家庭菜園の普及、新たな販売ルートの開拓、野菜を持ち寄る集いの場や楽し
みを創出。地産地消で島内自給率向上を図り、荒天時に物資が届かないとき
も生鮮食料が確保できる、災害に強いまちづくりにつなげる。

自転車の活用を推進し、町民の健康増進や環境負荷の低減を図る。
観光客の移動手段の選択を増やす。心豊かな空間と時間を創り、新たなサー
ビスや施策を生み出す。

=集まって遊ぼうようてぃあしば
ープロジェクト

=ありがとうみへでぃろプロ
ジェクト

=みんな喜ぶむぅるほうらし
ゃプロジェクト

（11）pickup　和泊の未来を創るプロジェクト

10 月24 日に議会議員12 名、企画課職員３名、議会事務局職員３名で伊延字に
ある花壇のゆりの球根植付作業や、周辺の草刈り作業をおこないました。
春にたくさんのえらぶゆりが咲き誇るのを楽しみにしています。
みなさんも庭先にゆりの花を植えてみてはいかがでしょうか。の花を植えてみてはいかがでしょうか。

さらに詳しく知りたい方は
　和泊町ホームページに

ＱＲコード

GO!!



編 集 後 記

令和 3年 2月 25日 発行／第150号 絆のバトン・教育委員任命（12）

テーマ :「今」

　もっと町民に読んでもらえる議会だよりを目指して、

読者目線に立ち、中学生でも理解できるよう簡潔な表現

に努め、町民参加型の議会広報にしていきたい。そして、

議会だよりを通じ、町民と議会の関係を戦略的かつ継続

的に構築・維持することができれば素晴らしい。

文責　中田　隆洋

■発行／令和 3 年 2 月 25 日　鹿児島県和泊町議会
■編集／議会報編集委員会　〒891-9192　鹿児島県大島郡和泊町大字和泊 10番地
TEL 0997-92-2569 FAX 0997-92-3176　ホームページ http://www.town.wadomari.lg.jp/

左の二次元コードをスマートフォン
などで読み取ると、町議会のホーム
ページにリンクします。

■　

発
行
責
任
者　
■

議
会
議
長

永　

野　

利　

則

■　

編
集
責
任
者　
■　

委
員
長

児　

玉　

実　

隆

副
委
員
長

中　

田　

隆　

洋

委

員

島　

田　

浩　

樹

委

員

山　

口　

明
日
香

沖永良部島に帰島し、
７年目を迎えました。
　島へ帰ってからは両

親が電照菊の栽培をしていたので、それを継ぐ
決意で就農しました。高校生まで農業の手伝い
をすることはあったので、すぐに慣れるだろうと
高を括

くく

っていましたが、いざ始めてみると土づ
くりや苗づくり、施設の補修など、覚えること
も多々ありました。
　出荷シーズンになると徹夜で作業することも
屡
しばしば

々ありました。
　そんな中でも、一から栽培に携わり、市場で
出荷した花が売れたときは何とも言えない最高
の気分になったのを今でも鮮明に憶えています。
　現在は独立し、トルコギキョウの栽培を軸に、
植物の栽培を新規の事業として取り入れ、日々
の農作業に励んでいます。
　毎年いろいろな問題がありますが、一つひと

つ解決し、楽しみながら農業が出来ることに有
難みを感じる毎日です。
　ところが、昨年から新型コロナウイルス感染
症の影響により、花業界も大変な打撃を受けま
した。今現在も収束の目

め ど

処が立たない状況です。
そんな我慢しながらの日々ですが、唯一の楽し
みは一昨年誕生した長男の成長です。毎日笑顔
で迎えてくれるこの子の為にも、やはり頑張る
しかありません。
　子供たちが生きていく世の中がどのように
なっていくのか想像もつきませんが、一日でも
早くコロナが収束し、世界中に幸せな日々が戻
ることを切に願います。　

町民エッセイリレー

絆のバトン絆のバトン

プロフィール

田
たな か

中 巖
いわお

さん（43 歳）

妻：彩
あや

さん　長男：慶
きょう

くん

国頭出身和泊在住。福岡県の通信
システム会社で勤務していたが、６
年前にＵターンし、花農家へ転職。

任期満了に伴い、引き続き任命の同意

宗
そう

　　武
たけひこ

彦氏　（71歳）

 投票総数 11票

 賛成　 11票　 反対 ０票

教育委員会委員任命

▲ 町長から任命を受ける宗氏

委員数は４名で、任期は４年。
教育に関する一般方針の決定
や、教育委員会規則の制定、
その他重要な事項の決定をし
ます。

教 育 委 員 っ て
な ぁ に ？ ？

今
号
の
表
紙

今
回
の
表
紙
は
「
第
50
回
新
春
町
内
一
周
駅

伝
競
走
大
会
」

今
年
は
寒
波
と
悪
天
候
で
例
年
よ
り
も
寒
い

元
旦
と
な
り
ま
し
た
が
、
選
手
の
皆
さ
ん
が

寒
さ
も
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
力
強
い
走
り
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
、い
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
‼ 

年前にＵターンし、花農家へ転職。
バレーボール大好き夫婦!!


